継続雇用制度に係る就業規則の規程例
1 現に雇用している高年齢者が希望するときは、当該高年齢者を定年後も引き続いて雇用する場合

第○条　従業員の定年は満60歳とし、60歳に達した年度の末日をもって退職とする。ただし、定年後も引続き就業を希望する者については、65歳まで再雇用する。

2 改正高齢法第９条２項により継続雇用制度を導入する場合

第○条　従業員の定年は満60歳とし、60歳に達した年度の末日をもって退職とする。ただし、高年齢者雇用安定法第９条第2項に基づく労使協定の定めるところにより、次の各号に掲げる基準のいずれにも該当する者については、65歳まで再雇用する。

・引き続き勤務することを希望していること

・無断欠勤がないこと

・過去○年間の平均考課が○以上であること

第○条　従業員の定年は満60歳とし、60歳に達した年度の末日をもって退職とする。ただし、本人が希望し、高年齢者雇用安定法第９条第2項に基づく労使協定により定められた基準に該当した者については、65歳まで再雇用する。

3 労使協議が調わず、改正高齢法附則第５条により継続雇用制度を導入する場合

第○条　従業員の定年は満60歳とし、60歳に達した年度の末日をもって退職とする。ただし、次の各号に掲げる基準のいずれにも該当する者については、65歳まで再雇用する。

・引き続き勤務することを希望していること

・無断欠勤がないこと

・過去○年間の平均考課が○以上であること

